









命の構造 TheS住uctureof Scicntific RevolutionJを通じて f社会的に構成された主観性」という















.1 ~~~でIJ.. soc阻ICons回cúon の~3liとして f社会倫成主義l を・貝してJlIいることに寸る. 理由l立、心理学と関係
づけながら刊行された母近の関連書にflR成主将，という呼祢が多いためである.なお.'11拘漏(2∞l，p.6)I立、
本絹では.J};本的には "consttuctionism"もしくは "cons回 ctivism'・を '例祭主iN.と釈しているが.それは完全
に定まった8R~áではなt、その凶，jJiを 『憎fII， . I~N J とIRす治省ーもあるし{この釈し Jiはどちらかといえば現象学的な






















Gergen， K. j. (1994): RfOlities and relatiollslzits; SOlwdillgs il social ω凶 trlctlOIl. Cぉnbridge:
Harvard University Press. l永田栄彦 ・深尾誠{訳) (2004). 社会構成主義の1'Il，均と:よ~践
一一 関係性が現実をつくる，ナカニシヤ出版.] 
Gergen， K. J. (1999): An illvitafionωSocial COlIsfl'lctiol. London: Sage. [ガーゲン(~干)京村知







1・1Gt!rgen (1994)の翻訳者の・人. 7k1U~長彦氏の駅 lfあとがきによれば. Gergenは日本には、 1972- 73年にフル
プライト交換研究員として.2促)()f，:に日本'{:術振興会研究員として. t 
JぷE日'時与にlは立、 H本心理学会雪¥64回大会において基鋭議演('Psychological Science in Postmodern Context)をiったほ
か.復放の大学に紹かれて社会側h~ .t総の1再演を仔った.
・2量宅近刊行された書館としては.これ以外に
Gergen. K.]. (1994a): Toward IrallゆrmaliOllil socia/ kllowledglι2nd ed. London: Serge [杉万イ愛犬 ・矢守克也 ・洲夫
公f，; (~:，dN) (1998)， bフーフのi.t会心々ター-t1.王子fiJ静学の再;;I!J1= rnJftで ナカニシヤ出版.] 
があるが. ，{ょ絡執筆時点ではlJ;(泌が入手できず‘また翻訳識は品切れ ・ i'}h'ü~定となっていたため、..j，;縞で引 JIIする
ζとはできなかった.
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り、 H時寺には宇付什i十.会必うヤ~!~会そのものと |い向白斗r義詑であると主張されることさえある (かι中ド判I1和1爪l













































































また、 Gergen (1994、翻訳野p.23)が fクアーク ・ハノLの '1子餅のIJi(f!1νiOJ6のタ'1m1: (# -5 t> 
の1;/;.主いえと万二うJと位置づけているハルの研究(H凶. 1943)はもはや過去の遺物と化している.
さらに急進的行動主義(徹底的行動主義)が新行動主義の理論(S-O-R理論)Iこ道を譲ったという
.1 Gergen (1994) は r~士会心理γ-:12知市命の過ちj というタイト Jl，.の 1 つのか{節 5~) を~Jいて， 18知心IY!ヤ

























豊かに、あるいは、貧しくなるか‘ ということである.われわれは、 f怠 図ーj."#flIJ r.尊厳J
などの言葉が中心的重要性をもつような様々な実践を政棄することを望んでいるだろうカマ
もしも望んでいないのならば‘われわれは別の理論を求めなければならない.






















































@私たちは f事実j や f現実j に訴えて議論を終わらせようとすることに対して、予言に'tJ!量で
なければならないのです








































































いる対象である.しかし、悦界の捉え方にはもう lつ rknowinghowJがある そして、 Gergen
らはこちらのことには台及していない。 fknowinghow Jと fknowingthatjという 2つの知識は
明絡に~別されなければならない.













以 1:の税論にもとづいて Guerin(1992)は、 Gergenらが官うところの 『社会的に織成された現
実J とは、 irß台行動にIJt~わる随伴伎の中で形成された1it界に限定されるものであると主娠してい
る.















なお、 Gergen(1994)は序文のゆで、デカルトの f我思う、ゆえに設あり Cogitoergo sumJは
正しくは f言説あり、ゆえに我あり communicamusergo sumJ と言い換えなければならないと
???


















11). • • • the concettion 01 mind is a human inventioJl. nol a discovery (Skinner. 1974). 
( (Jèij~ゑJj哉民の詩む ・・・ 心という概念は、人間が発比したものではなく発明したものであ
Q. 。Aslo噌 aswe c1i噌 10the view Ihal a twesoll is an ili/iatilg docr.‘aclor.orω同er01 behavior.問










司法において心理学に期待されるもの、 rllなさ社会Jの探求(Whatis expected of sdence of behavior in judicial field. 













しかし、以!この主張は行動分析学の中心彼念の lつである fオペラントj にふれていない.特
定の刺激(無条件判激または条件刺激)によって誘発される「レスポンデントJ(無条件反応ま
たは条件反脳)と異なり、「オペラントJは生活体によって自発される行動として定義され、そ
の行動に結果が随伴することで変容する。オペラント条件づけの枠組みは f一方舟尚三':J1lJ/I!lJU 1#. 
-ー刺滋→反応という因果関係の連鎖lなとという S R理訟とは焦燥である t長谷川.1!明3参
照)。














"1 日本行動分析~t会第 23 回年次大会 (2∞5.7.29.-7.31.、常n大字}大会実行委員会合側シンポジウム:
司法において心Iitlこ吻待されるもの、 'fOIなきf士会』の傑;1<(What is以pectedof scienc:e ofbehavior in judicial field. 
search for a non.p凶曲vesocie[y.) 
における佐必}j，'花氏の，i話題提供に民づく.
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もっていなければならない.すなわち、 もし、人がある出来事を f成功j 失敗 として概
念也できないならば、その人はその出来事から何も学晋することはできない.，:/jるいは、
もし、子供が、 『規の注意j と尽常生活におけるただの雑音とを区別できなければ‘そして







































































しかし、実際には、 Gergen(1994.、翻訳書 p.23)が"以上の議論の結論として、クラーク ・
ハルの『行動の原理』からの引用に優るものはないだろう"としてJ言及しているハルの理論は、
現在では歴史的遺物以外の何物でもない.また、ハルの仮説演持法と仮説憐成体に基づくアフロ

































































































。本書は認識為的研究に偏っている.... [ ~屯日.. • 実践がif1要であるという社会構成主義
の主張を撤底するならば、研究者、実践家、 当学者による共同的実践がよりil製されるべ
きどろう.



















もう l つ、本航では取り上げる余俗が無かったが、杉万(2005) は、人1m科"ï~の現J'!.lにおいて、
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